
 

 

 

 

不適切な服務管理 

  

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
渋谷高等学校 

 
特別休暇（服喪休暇）について、死亡の前日から特別休

暇を承認しているものがあった。 
                                                                          

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

続   柄 父（休暇日数：７日） 

死 亡 日 平成26年10月23日 

休暇承認日 平成26年10月22日から同月27日まで 

 
特別休暇について理解を深め、承認処理を行う際は、必ず関係規則等

を確認し、適正な事務処理を行われたい。 
 
 
 
 

 

 
学校総務サービス課と調整の上、平成26

年10月22日から27日までの特別休暇の取
消し、10月22日の年休申請、10月23日から
27日までの特別休暇の申請及び承認を行
った。 
今後は、特別休暇（服喪）の申請及び承

認の際は、関係規則等を確認し、適正な事
務処理に努めていく。 
 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成28年１月28日） 

【職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例】 
第15条 任命権者は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合
には、当該各号に定める期間の特別休暇を与えることができる。 
（略） 

(6) 前各号に掲げるもののほか、人事委員会規則で定める場合
人事委員会規則で定める期間 

 
【職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則】 
第10条 条例第15条第６号の人事委員会規則で定める場合は、次
の各号に定める場合とし、同号の人事委員会規則で定める期間
は、当該各号に定める期間とする。 
（略） 
(6) 親族の喪に服する場合 別表第５に定める日数以内で必

要と認める期間 
 
別表第５（第10条関係） 

死亡した者 日数 

父母、配偶者、子  ７日 

祖父母、兄弟姉妹、父母の配偶者、配偶者の父母  ３日 

孫、子の配偶者、配偶者の子、祖父母の配偶者、配
偶者の祖父母、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉
妹、おじ又はおば、おじ又はおばの配偶者 

１日 

（略） 



 

 

 

 

  
 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成28年２月８日） 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
福井高等学校 
 
 

 
特別休暇（生理休暇）について、休暇初日から連続する２日（週

休日等を含む）を超えて承認していた。      
 

取得日時 

平成27年１月30日 13時から17時まで 

平成27年２月２日 ８時30分から10時30分まで 

 

 
特別休暇について理解を深め、承認処理を行う際

は、必ず関係規則等を確認し、適正な事務処理を行わ
れたい。 
 

【職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例】 
第15条 任命権者は、職員が次の各号のいずれかに

該当する場合には、当該各号に定める期間の特別
休暇を与えることができる。 
（略） 
(5) 女性である職員が生理のため勤務が著しく

困難である場合 １回について２日以内で必
要とする期間 

 
【学校職場における勤務条件等（制度解説）】（平成
27年４月 大阪府教育委員会） 

４ 特別休暇 
（略） 

○生理（正規職員･･･勤務時間条例第15条第５号、
臨時的任用職員･･･府立学校勤務時間規則別表

第６号） 

女子である職員が生理

のため勤務が著しく困
難である場合 

１回について２日以内

で必要とする期間 

（留意点） 
・ 承認にあたっては、生理休暇初日から連続す
る２日（週休日等を含む）の期間中で必要な期
間とする。 

・ その日に割振られた勤務時間の一部について
特別休暇を付与する場合でも、１日として取扱

う。 

 

   
本件については、過年度の事案で総務事

務システムでの是正処理をすることができ
ないため、平成28年２月10日付けで書面に
より、特別休暇の取消申請及び年次有給休
暇の取得申請を行い、出勤簿の訂正を行っ
た。 

今後、休暇等服務の取扱いについては、
関係条例、規則等の規程に基づき、適正に
対応していくよう努めていく。 



 

 

 

 

 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
箕面東高等学校 
 

 
出退勤記録に遅参あり等となっているものが放置されていた。（21名、

合計28件）。 

職員名 日付 出勤簿表示 原因 

Ａ 平成26年５月26日 早退あり 出張入力誤り 

Ｂ 平成26年６月13日 早退あり 出張入力誤り 

Ｃ 平成26年６月21日 遅参あり 年休入力漏れ 

Ｄ 平成26年６月10日 早退あり 出張入力漏れ 

Ｅ 
平成26年７月19日 早退あり 勤務パターン登録誤り 

平成26年９月９日 早退あり 出張入力漏れ 

Ｆ 平成27年２月22日 遅参あり 年休入力漏れ 

Ｇ 平成27年２月28日 早退あり 年休入力漏れ 

Ｈ 平成27年３月30日 早退あり 年休入力漏れ 

Ｉ 
平成27年３月９日 早退あり 年休入力漏れ 

平成27年３月12日 退勤なし スリット忘れ 

Ｊ 平成27年３月27日 遅参あり 年休入力漏れ 

Ｋ 平成27年３月24日 遅参早退あり 年休入力漏れ 

Ｌ 

平成27年３月24日 早退あり 年休入力漏れ 

平成27年３月26日 退勤なし スリット忘れ 

平成27年３月31日 退勤なし スリット忘れ 

Ｍ 平成27年３月24日 退勤なし スリット忘れ 

Ｎ 平成27年３月31日 出退勤なし スリット忘れ 

Ｏ 平成27年３月16日 早退あり 年休入力漏れ 

Ｐ 平成27年３月27日 退勤なし スリット忘れ 

Ｑ 平成27年３月31日 退勤なし スリット忘れ 

Ｒ 平成27年３月30日 遅参あり 出張入力誤り 

Ｓ 平成27年３月30日 退勤なし スリット忘れ 

 
Ｔ 

平成27年３月23日 退勤なし スリット忘れ 

平成27年３月27日 退勤なし スリット忘れ 

 
速やかに必要な是正措置を講じるとともに、職

員の勤務時間、休日休暇等に関する事務の取扱い
を遵守することを徹底されたい。今後、再発防止
のためにチェック体制の強化を図られたい。 
 

【学校職場における勤務条件等】 
第６章 出勤簿他 
職員本人が、システムとオンライン接続され

たオンラインタイムレコーダー（ＯＴＲ）のス
リットに職員証（ＩＤカード）又は出勤カード
を通す方法により出退勤の記録を行う。 
 出勤の記録がない場合「遅参・早退・未入力
リスト」に掲示されるとともに、職員本人及び
直接監督責任者等の総務事務システムトップペ
ージにお知らせ表示される（20日間）。 
 直接監督責任者は、「遅参・早退・未入力リス
ト」を確認し、必要な出勤簿修正を行うことと
されている。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
監査の結果を受け、速やかに是正措置を

行った。 

また、監査後の職員会議で、改めて出退
勤打刻や速やかに各種届出等を行うことに
ついて徹底を図った。（平成28年２月29日） 
今後、服務管理に当たっては、出退勤の

確認を徹底し、関係する規定に基づき適正
な事務処理に努める。 
 



 

 

 

 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成28年２月５日） 

 
 

平成27年３月30日 遅参あり 年休入力漏れ 

平成27年３月31日 遅参あり 年休入力漏れ 

Ｕ 平成27年３月26日 遅参あり 年休入力漏れ 
 



 

 

 

 

  

 

監査（検査）実施年月日（委員：平成－年－月－日、事務局：平成28年１月14日） 

対象受検機関 検出事項 是正を求める事項 措置の内容 

 
たまがわ高等支援学校 

 
特別休暇（服喪休暇）について、配偶者の母が生計

を一にする姻族ではなかったにもかかわらず、７日で
承認したため、条例・規則で定める日数を超えていた
ものがあった。 
                                                                          

続   柄 配偶者の母（休暇日数：３日） 

休暇承認日 
平成26年６月18日から同月24日まで
の７日間 

 

 
 特別休暇について理解を深め、承認処理を行う際は、必ず関係規則等
を確認し、適正な事務処理を行われたい。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
誤って日数を超えて承認した特

別休暇については、取り消し、年次
休暇として処理を行った。 
今後、特別休暇の承認処理を行う

際は、関係規則等を確認し、適正な
事務処理に努める。 

【職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例】 
第15条 任命権者は、職員が次の各号のいずれかに該当する場合に
は、当該各号に定める期間の特別休暇を与えることができる。 

（略） 
(6) 前各号に掲げるもののほか、人事委員会規則で定める場合 

人事委員会規則で定める期間 
 
【職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則】 
第10条 条例第15条第６号の人事委員会規則で定める場合は、次の各
号に定める場合とし、同号の人事委員会規則で定める期間は、当該
各号に定める期間とする。 
（略） 
(6) 親族の喪に服する場合 別表第５に定める日数以内で必要と

認める期間 
 

別表第５（第10条関係） 

死亡した者 日数 

父母、配偶者、子  ７日 

祖父母、兄弟姉妹、父母の配偶者、配偶者の父母  ３日 

孫、子の配偶者、配偶者の子、祖父母の配偶者、配
偶者の祖父母、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の兄弟姉
妹、おじ又はおば、おじ又はおばの配偶者 

１日 

備考 
１ 生計を一にする姻族の場合は、血族に準ずる 
（略） 


